
 

（様式３） 

会議の開催結果について 

 
 

 

１ 会議名 第２回 河内長野市保健計画策定委員会 

 

 ２ 開催日時  平成３１年 １月１５日（火） 午後２時から 

 ３ 開催場所  休日急病診療所 ２階 

 

 

 

 

 ４ 会議の概要 

 
 
 
（１） 河内長野市第４次保健計画（案）について 

 
 （２）その他 

 ５ 公開・非公開の別 

       （理由） 
 公開 

 ６ 傍聴人数  １人 

 ７ 問い合わせ先  （担当課名） 保健福祉部 健康推進課  

                  （内線 １４６） 

 

 

 ８ その他 

 

 

＊同一の会議が１週間以内に複数回開催された場合は、まとめて記入できるものとする。 



第２回 河内長野市保健計画策定委員会 

日時：平成 31 年 1 月 15 日（火）午後 2時～ 

会場：休日急病診療所 ２階 

 

１．開会 

・ 伊木委員、石倉委員が欠席。過半数以上の出席により、委員会の成立を確認。 

・ 資料の確認。 

・ 委員会の公開について。 

・ 傍聴者 １名 

 

議案 

（１）河内長野市第４次保健計画（案）について 

事務局 河内長野市 第４次保健計画概要版 説明 

河内長野市第４次保健計画（案） 説明 

委員長 ご質問、ご意見等をお願いしたい。 

峯委員 一度、意見募集があり意見を提出させていただいた。そこから内容が大幅に変更されて

いる。提出した意見がどのように反映されたのか。また、主な変更点についてご説明を

お願いしたい。 

事務局 委員の方からの意見募集後に、内部で検討を進めた。大きな変更点は基本方針の柱を３

本から 2 本にし、健康づくりを「子ども」と「その他の世代」で整理した。 

分野別の変更点は「３．休養・こころの健康づくり」において、自殺対策は、関係機関

との連携が重要なため、施策２「支援のための連携体制の強化」を位置づけている。ま

た、「４．がん検診・健診」において、施策２「検診の精度管理の向上や特定健康診査・

保健指導の充実」を追加した。 

峯委員 意見を提出した時点から大幅な変更をされた経緯を教えていただきたい。 

事務局 当初は健康推進課が所掌する健康づくりに関する事業のみで計画を策定していた。市の

健康づくりの計画であることから、庁内ヒアリングを実施し、関係課の意見を踏まえて

策定した。 

峯委員 意見提出した当初案よりも良くなっている。市全体の健康づくりとして取り組んでいた

だきたい。 

齋藤委員 出生率がここまで減っていることに驚いている。 

永井委員 食育推進計画を内包しているため、高齢者の低栄養にについて意見を述べさせていただ

いた。直接、この点についての記載はないが、庁内での検討の結果だと受け止めている。 

前回よりも食育に係る内容は充実されており、良いと思う。 

簗瀬委員 啓発が重要だと考えているが、その具体的な方法、内容が不足しているように感じる。 

中尾委員 食育の推進にあたっては、啓発とあわせて色々な組織との連携が重要だと考える。 

西委員 計画の進捗管理が重要だと思う。今後の取り組み状況をご報告いただきたい。 

増田委員 たばこ・アルコールの数値目標について、成人についてもう少し低くする、考えとして

は 0%をめざしてはどうか。 



事務局 0%をめざしたいところではあるが、大阪府の第３次計画の数値目標を踏まえて設定した。 

嶌田委員 昔と比べて喫煙は少なくなっている。未成年の喫煙はなくさないといけないが、実際に

は 0%にするのは難しい。ここをめざして取り組みを進めていく。 

中林委員長 子どもに喫煙等の健康への影響について情報提供が必要であれば医師会としても協力

をしていきたい。 

洞渕委員 高齢化が進む本市においては、健康寿命の延伸がますます重要となってくる。 

藤田副委員長 歯科の点でみると 3 歳~40 歳の歯の健康管理が空白期間となりがちである。学校歯科で

対応できるところもあるが、高校を卒業した年代、大学生、社会人になると歯の健診が

なくなる。勤務先等で検診をしていただくこともあるが、事業所での歯科検診の実施は

差がある。空白期間での対応が課題となっている。 

虫歯がある児童が減っており、虫歯が多くある子は DV やネグレクト、虐待など家庭が

課題を抱えていることが考えられるため、歯科検診の際にはそのような点も注視してい

る。 

峯委員 第 5章の計画の推進について、第 3次計画ではもう少し色々な点が記載されているが今

回は内容が集約されている。 

議会関係者から、この計画の期間中に保健センターを含め施設の集約等があることを聞

いたが、そのようなことを記載しなくてもよいのか。 

大阪府が健康づくり条例を制定した。河内長野市は大阪府内でも高齢化率が高い中で、

健康づくりに力を入れていくことが重要であり、条例化していくことも検討してはどう

か。 

 

（２）その他 

事務局 今後のスケジュールについて 
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